





















理論や、Erikson の Life cycle 理論から見た保育問題





















































































































































































































































n M SD M SD
〈親の死研究〉
子どもが４歳未満での父親の死 50 3.76 1.24 3.87 1.25
両親が健在な家庭 50 3.02 1.27 3.09 1.24
F（１，98） 8.57** 9.79**
〈親の離婚研究〉
子どもが４歳未満での離婚 40 3.89 1.29 3.96 1.38
４歳から９歳の間での離婚 40 3.01 0.97 3.27 1.31
10 歳以後での離婚 40 2.88 1.20 3.18 1.32
離婚していない家庭 40 3.05 1.26 3.13 1.25
F（３，156） 6.02** 3.53*
〈就寝形態〉
集団就寝形態 55 3.58 1.32 3.79 1.17
家庭就寝形態 55 2.94 1.23 3.16 1.15
F（１，108） 6.80* 8.12*


















（ 分化された慰め求め） や安全な基地（ 分化された探索） にしようとする時や、分離によ
って混乱している（ 分化された苦痛） 際にはっきりする。最後の段階つまり第４期の目標
















ーマは、（ 自分は何者であるか、自分は何になるのか） であり、発達の方向性は、（ 積極的











表４　マーシアの自我同一性地位（Marcia,J.E., 1966  ;  無藤, 1979より）

































段　階 心理社会的危機 好ましい結果の場合 好ましくない結果の場合




１歳 自律 対 疑惑 自己統制感と満足感 恥と自己嫌疑の感情









  自己同一性 対  










成人中期 生産性 対 自己陶酔 家族および社会一般に関心をもつ
自分のこと ― 自分の幸福と繁栄だ
けに関心をもつ



















































（Franz,C.E. & White,K.M.,  1985より）
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